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 あまりにも当たり前になっていてその大事さを忘れてしまうものは、世の中に数多く存

在します。また、近すぎて見えないものも、日常の中ではその存在のありがたさを忘れが

ちです。家庭の大事さ、ありがたさは、これに当たります。 

 前段でもお伝えしてきましたが、「朝食を毎日食べる」「毎日同じくらいの時刻に寝る」

「毎日同じくらいの時刻に起きる」ことなどは、一人暮らしを経験してみると、そんな当

たり前のことの大変さが分かります。そのちょっとしたことを持続させることは難しいの

ですが、その少しのことが大きな意味を持っています。 

 家庭では人として当たり前であること ― いわゆる常識的なことを当たり前に指導して

います。生活習慣に関することから生き方、心の持ち様まで、それを統合的に日々伝えて

います。その毎日の積み重ねが人として生きていくための力を養っていきます。 

 これらの力は一般的には自制心や忍耐力、折り合いをつける力ややり抜く力など、人が

生きる上で大事な力、学力を積み重ねる土台の部分のこと指しますが、これを育成するた

めに家庭で当たり前に大事にしてきたことが人格の形成に大きく影響します。 

 例えば、よいところをほめる、努力の大切さを伝える、感謝する大事さを教えるなど、

家庭での行われている日常的な声掛けなどの関わりが数値化できない人間の力を育ててい

きます。そのような意味で家庭教育が及ぼす効果は非常に大きいと言えます。 

 寒川町では、平成 30 年 3 月に 0 歳から 15 歳までの家庭教育・家庭学習ハンドブック 14

を作成し、子どものいる全ての家庭に配布しています。この中で家庭教育で大事にしたい

ことについてまとめています。コミュニケーショ

ン能力を含め、学力を育む上で必要なことを、発

達段階に合わせて示しています。 

 今一度各家庭でこの内容について確認し、学校

に送り出していただく環境整備に加えて、自分自

身で自分の人生を切り開くことのできる力を育

成することが大事です。 

 また、家庭教育とともに、家庭学習についても

日常的に取り組んでいく必要があります。寒川町

では「家庭学習の手引き」15を作成しています。

この手引きについては平成 29 年度全国学力・学

習状況調査結果分析から、具体的な学習内容とそ

の学習方法についてまとめています。小学校は

低・中・高学年、中学校は学年ごとに e ライブラ

リ 16を活用した学習方法が載っています。 

家庭学習の状況については平成 30 年度全国学

力・学習状況調査の結果に表れています。 

 

 
家庭で育まれる力 
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【小学校児童質問紙】 

 

 

 

 

 

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ その他 無回答

平成30年度 16.8 45.0 27.0 11.2 0.0 0.0
平成29年度 19.9 26.9 32.1 20.9 0.0 0.2
平成28年度 16.5 30.7 38.1 14.5 0.2 0.0

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ その他 無回答

平成30年度 86.9 10.7 2.2 0.0 0.2 0.0
平成29年度 83.2 12.7 2.9 1.0 0.0 0.2
平成28年度 87.0 10.0 1.7 1.3 0.0 0.0

質問事項

（１０） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか

質問事項

している (1+2)

61.8
46.8
47.2

（１１） 家で，学校の宿題をしていますか

している (1+2)

97.6
95.9
97.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成29年度

平成28年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成29年度

平成28年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答

14「家庭教育ハンドブック」は寒川町のホームページよりダウンロードできます。 ①        ② 

（右 QR コード①） 

15「家庭学習の手引き」は寒川町のホームページよりダウンロードできます。 

 （右 QR コード②） 

16「e ライブラリ」はインターネット型の学習コンテンツです。平成 27 年度より寒川町では全小・中学校に導入して

おり、町内小・中学校に通う全ての児童・生徒がパソコン、タブレット、スマートフォンにより無料で利用するこ

とができます。（インターネットの接続料については、各家庭のインターネットの環境によって異なります。） 
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【中学校生徒質問紙】 

 

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 2H以上 1H以上 その他 無回答

平成30年度 8.8 11.7 23.6 29.9 20.2 5.6 20.5 44.1 0.2 0.0
平成29年度 6.0 11.8 25.4 28.5 20.1 8.2 17.8 43.2 0.0 0.0
平成28年度 5.8 11.9 24.7 29.4 19.0 9.1 17.7 42.4 0.0 0.0

質問事項

（１４）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか
（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成29年度

平成28年度

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない 3.１時間以上，２時間より少ない 4.３０分以上，１時間より少ない

5.３０分より少ない 6.全くしない その他 無回答

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ その他 無回答

平成30年度 16.4 36.4 32.8 14.0 0.0 0.5
平成29年度 17.0 33.3 33.3 16.5 0.0 0.0
平成28年度 14.0 32.4 31.4 22.1 0.0 0.2

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ その他 無回答

平成30年度 58.3 30.4 7.7 3.4 0.0 0.2
平成29年度 47.6 33.5 13.2 5.7 0.0 0.0
平成28年度 49.0 32.8 10.8 7.1 0.0 0.2

（１１） 家で，学校の宿題をしていますか

質問事項

（１０） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか

質問事項

52.8
50.3
46.4

している (1+2)

88.7
81.1
81.8

している (1+2)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成29年度

平成28年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成29年度

平成28年度

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない その他 無回答
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 これまでに学校から帰宅した後の家庭での過ごし方について、自分で学習の時間を設定

することが課題でしたが、本年度調査では、小学校・中学校とも計画的に家庭学習をして

いる児童・生徒が多く、それに伴って家庭学習の時間が増えています。また、中学校では

宿題にしっかり取り組む生徒が多く、小学校から習慣になっている宿題について、継続し

て取り組んでいることが分かります。 

 当たり前のことがしっかりとできる、意識しなくても大事なことを育んでいることが、

今年度の調査結果から見えました。特別に何かに取り組むことは、課題解決のために必要

なことですが、普段の生活の中で無理をしては継続することはできません。 

それぞれの家庭の頑張りは、外からは見えないかもしれません。しかし、確実にあるこ

の日々の取り組みを地域として理解し認めることが、そのよさを伸ばす後押しになります。   

このような見方、関わり方が、教育の本質として大事にしていかなくてはならないこと

ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 2H以上 1H以上 その他 無回答

平成30年度 12.5 25.3 30.1 11.6 10.6 9.6 37.8 67.9 0.0 0.2
平成29年度 9.1 21.3 26.6 19.9 12.9 10.0 30.4 57.0 0.0 0.2
平成28年度 9.1 22.3 28.2 14.2 15.0 11.0 31.4 59.6 0.0 0.2

質問事項

（１４）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか
（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成29年度

平成28年度

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない 3.１時間以上，２時間より少ない 4.３０分以上，１時間より少ない

5.３０分より少ない 6.全くしない その他 無回答
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 生まれたときのことを覚えていますか。それまでお母さんのお腹の中でお母さんを独り

占めしていましたが、生まれた途端自分で呼吸をしなくてはならず苦しかったことを。泣

いていると誰かがそっとタオルを巻いてくれて、手に何も触れなくて不安だった世界が少

し自分のものになったことを。 

 自分を取り巻く世界はどんどん広くなっていきます。幼児から小学生へ、小学生から中

学生へ、そしてもう少し広い社会へと人は歩を進めていきます。その時々で培った力を持

って自分の力で歩いていきます。17 そして広くなるときには、誰かが橋渡しをしてくれま

す。そしていつか、自分自身の力で世界を広げていくようになります。 

初めは何も自分でできなくても、誰かの助けを得ながら進んでいくことで人は成長をし

ていきます。そして助けてくれた誰かがくれた文化という名のバトンを持って、今度は自

分が次の世代を育てていくのです。 

 寒川町の各小・中学校では先生それぞれがよりよい授業を行っていくために授業研究を

日常的に行っています。またその研究も学校内の文化として定着し、学校の教育力を培う

ことにつながっています。その研究を推進している中心の先生を集めて「さむかわ学びっ

子育成事業研究推進委員会」を開き、各校の研究や全町的な課題について研究をしていま

す。 

 

 

 

 
学校で育まれる力 

17 【子供たち一人一人の豊かな学びを実現することの重要性】○学校は、今を生きる子供たちにとって、未来の社

会に向けた準備段階としての場であると同時に、現実の社会との関わりの中で、毎日の生活を築き上げていく場

でもある。学校そのものが、子供たちや教職員、保護者、地域の人々などから構成される一つの社会でもあり、

子供たちは、こうした学校も含めた社会の中で、生まれ育った環境に関わらず、また、障害の有無に関わらず、

様々な人と関わりながら学び、その学びを通じて、自分の存在が認められることや、自分の活動によって何かを

変えたり、社会をよりよくしたりできることなどの実感を持つことができる。 ○そうした実感は、子供たちにと

って、自分の活動が身近な地域や社会生活に影響を与えるという認識につながり、これを積み重ねていくことに

より、主体的に学びに向かい、学んだことを人生や社会づくりに生かしていこうという意識や積極性につながっ

ていく。 ○こうした学校での学びの質を高め、豊かなものとしていくことにより、子供たちは、学習内容を人生

や社会の在り方と結びつけて深く理解したり、これからの時代に求められる資質・能力を身に付けたり、生涯に

わたって能動的に学び続けたりすることができるようになる。全ての子供は、学ぶことを通じて、未来に向けて

成長しようとする潜在的な力を持っている。教育を通じて、そうした潜在的な力を引き出し高めていくことがで

きるよう、また、一人一人の教職員が教室や社会においてその力を発揮し活躍できるようにするために、学習指

導要領等の在り方を検討していかなければならない。 ○子供たち一人一人は、多様な可能性を持った存在であ

り、多様な教育的ニーズを持っている。成熟社会において新たな価値を創造していくためには、一人一人が互い

の異なる背景を尊重し、それぞれが多様な経験を重ねながら、様々な得意分野の能力を伸ばしていくことが、こ

れまで以上に強く求められる。一方で、苦手な分野を克服しながら、社会で生きていくために必要となる力をバ

ランス良く身に付けていけるようにすることも重要である。 

（次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ第 1 部 3 より抜粋） 



 

32 

 

寒川町教育委員会 

 
【小学校児童質問紙】 

 

 

 

【中学校生徒質問紙】 

 
 

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ その他 無回答

平成30年度 22.9 45.3 22.6 8.5 0.5 0.2
平成29年度 15.8 38.4 32.6 12.9 0.0 0.2
平成28年度 17.1 35.9 36.1 10.4 0.2 0.2

（５７）
学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができて
いると思いますか

質問事項

思う (1+2)

68.2
54.2
53.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成29年度

平成28年度

1.そう思う 2.どちらかといえば，そう思う 3.どちらかといえば，そう思わない 4.そう思わない その他 無回答

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ その他 無回答

平成30年度 73.0 23.1 3.4 0.5 0.0
平成27年度 68.7 27.1 2.9 0.7 0.7

質問事項

（５１）
今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題について，
どのように解答しましたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成27年度

1.全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

2.書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった

3.書く問題は全く解答しなかった

その他

無回答

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ その他 無回答

平成30年度 38.8 39.0 16.1 5.8 0.0 0.2
平成29年度 19.4 52.2 22.2 6.2 0.0 0.0
平成28年度 18.6 43.9 28.2 8.3 0.0 1.0

質問事項

（５４） 生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思いますか

そう思う (1+2)

77.8
71.6
62.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成29年度

平成28年度

1.そう思う 2.どちらかといえば，そう思う 3.どちらかといえば，そう思わない 4.そう思わない その他 無回答
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 その協議の中で中学校の先生から「ここ数年の新中学校 1 年生はしっかりと話し合いが

できる」という話がありました。「主体的・対話的で深い学び」の実現を意識して行ってき

た各校の校内研究の成果が、学習の内容だけでなく小学校・中学校を見通した学習の形態

にまで反映されていることを実感している様子でした。 

 前段でも示した結果ですが、授業で話し合うことを通して学習を深めていることが分か

りますが、学習内容の定着とともに、学校でもコミュニケーション力ややり抜く力が育成

されていることを確認できます。授業の中でただ話し合いを行っているというだけでなく、

自ら学びに向かおうとしている姿勢についても、児童・生徒自身が他者との対話を通じて

実感していることが分かります。 

 また、これらの学習活動を日々行うことができるのは、信頼関係によって作られた学習

環境が学校だけでなく、その支えとして家庭・地域にあることが大きく影響しています。 

 先生は自分自身も文化というバトンを持ったランナーであると同時に、一緒に走ってい

るランナーである児童・生徒を励まし、認め、導くコーチでもあります。この営みが本来

目指すべき教育の在り方であり、本結果の概要の注釈にある学習指導要領の考え方と根は

同じです。また、それを家庭・地域とともに行っていることも事実として存在します。 

 これまでに行ってきた実践に誇りを持ち、「書くこと」等の課題に正面から向き合い、子

どもに、子どもを育てている全てのスタッフに恥じない本来の教育活動をすることの大事

さを、寒川町に住む児童・生徒や保護者の頑張りの結晶である本調査結果が示しています。 

 子どもの成長の橋渡しとともに、家庭・地域の橋渡しを、教育実践の研究を通して行う

ことが本来大事にしている教育活動を守っていくことにつながります。 

 寒川町教育委員会としましても、日常的な学校訪問を通して授業改善についての指導を

行うとともに、よりよい授業を行うための ICT 機器等の学習環境整備を推進してまいりま

す。 

 

 これまでの調査結果の分析のまとめとして、『確かな学力をつけるために「町全体で取り

組んでいきませんか」』を次頁に編集しました。 

 

質問番号

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ その他 無回答

平成30年度 65.5 31.1 2.7 0.0 0.7
平成27年度 54.3 37.2 6.9 0.0 1.6

（５１）
今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題がありましたが，最後まで解答を書こうと努力しま
したか

質問事項

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成30年度

平成27年度

1.全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

2.書く問題で解答しなかったり，解答を書くことを途中で諦めたりしたものがあった

3.書く問題は全く解答しなかった

その他

無回答



 


